
左岸 10～11 kｍ付近

発 生 ・ 発 見 日 時 令和　７年　１月１５日　９時　３０分頃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今日は風がやや強いですが、午前中から

菊 川 水 系 菊 川

　1月です。　寒くても本日は自転車で菊川の土手を走って川を観察しました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　河川の観察をしているとサイクリングを

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　楽しんでいる方々に出会います。

　内容を記載してもよいかと思いました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川沿いを散歩する市民の方がいます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寒さに負けず厚着をして自転車巡回を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たのしみましょう。

　の表示があります。一般車の侵入注意とともに、土手を散歩する人への具体的な注意喚起の

　厳冬期になっても水辺では鳥類を観察できます。一般道から河川土手に入る道には”きけん”



左岸 9 km付近

左岸 8～9 km付近

発 生 ・ 発 見 日 時 令和　７年　１月１５日　９時　４０分頃

菊 川 水 系 菊 川

発 生 ・ 発 見 日 時 令和　７年　１月１５日　１０時　３０分頃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いることに敬意を抱くところであります。　

　色々な場所に亀裂がありますが、チェックが入っているようです。土手にコンクリートブロッ　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地道な対応によって土手の通路が守られて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も数多く見られます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自転車の通行に支障となるほどの亀裂では

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ありません。既に補修が終わっているところ

　土手を自転車で走っていると、通路にヒビが入っているところが気になります。

　厳冬期の今でも冬鳥たちが元気にしている姿が観察できます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　上小笠川合流地点には中洲に多くの水鳥が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　観察でき、冬こそ野鳥を楽しめます。

菊 川 水 系 菊 川

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自転車道路としての整備も必要かと思います。

　クが積み上げられている場所がありましたが、注意表示も必要かと思います。

経過観察とし、対応を

検討してまいります。



左岸 7 km付近

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　河原には流されたゴミが残っていました。

　冬場は雑草の生育が少なく、鳥の観察には良好です。寒いけど・・・

　本日観察できた野鳥は　チュウサギ、カワウ、カモ類、ヒヨドリでした。

発 生 ・ 発 見 日 時 令和　７年　１月１５日　１１時　１０分頃

菊 川 水 系 菊 川

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市管理の芝生広場を手入れしていしています。

　生仁場橋あたりから護岸が人工物の割合が多くなったので、自転車による約7kmの観察を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　終えて戻ります。また、挑戦します。

　ボランティアの方々でしょうか、地道な活動で美しい環境が維持されることに敬意。

　稲荷部川合流付近はサイクリングをしている人達とよく遭遇する場所です。

大船渡橋には自転車に向けた注意看板がありました。自転車で川散策を勧めても面白いですね。



右岸　住川橋 11～12 km付近

　先月に確認した「気をつけて　水際はすべりやすいから　注意しましょう」注意喚起の看板は

　無くなっていましたが、住川橋の下流に残骸を発見したので回収しておきました。

　素晴らしい自然環境で春が来るのが楽しみです。。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ここでも生き物の気配はありませんでした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住川橋の上流部右岸に「水難事故に注意！」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の看板が新たに設置されています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地道な注意喚起は大切なことです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寒くても野鳥は多く見られます。。

　川の周辺も管理がされていて良い状態でしたが、さすがに人の気配はありません。

　牛淵川の住川橋から上流は豊かな自然環境が残っていてお気に入りの場所です。

発 生 ・ 発 見 日 時 令和　７年　１月１７日　１３時　１０分頃

菊 川 水 系 牛 淵 川

回収していただき、

ありがとうございます。



右岸 10.5 km付近

右岸 9.1 km付近

　このあたりから上流域は水の透明度が高く穏やかに流れています。　雨が降っていないので

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水位は低く川底がよく観察できます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この時期、あまり生き物は見当たりません。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　暖かかった時にたくさんいたハヤの仲間は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　どこに行ってしまったのでしょう。

　東横地用水樋菅から河川敷に下りて川を観察しました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ここで観察された生き物はセグロセキレイ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とヒヨドリの鳥類だけでした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きれいな状態ではないように感じます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冬の水辺は寂しい情景ではありますが、春に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は改善されることを願うかぎりです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴミが落ちていないのは良いことです。

　三沢橋北、横地排水樋菅から河川敷に下りて川を観察しました。

　この時期は護岸の草も冬枯れで殺風景な様相です。生き物の気配はあまり感じません。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三沢橋付近は水の流れは緩やかで透明度は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高いのですが、川底には珪藻が付着して

発 生 ・ 発 見 日 時 令和　７年　１月１７日　１３時　３０分頃

菊 川 水 系 牛 淵 川

発 生 ・ 発 見 日 時 令和　７年　１月１７日　１４時　００分頃

菊 川 水 系 牛 淵 川



右岸 6.5 km付近

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　堰に架かる通路からは水鳥の生態が良く観察

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　できるので、つい長居してしまいます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　堰の下流部は流れが速く枯れた植物に隠れて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カイツブリの群れが観察できます。

　今日は太陽の日差しはありますが、寒です。でも、平川堰周辺では野鳥が観察できます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平川堰の上流部は流れが緩やかで、護岸には

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カモの仲間が数多く休んでいます。

発 生 ・ 発 見 日 時 令和　７年　１月１７日　１４時　５０分頃

菊 川 水 系 牛 淵 川

　珪藻類が多い環境は、牛渕川の多くの場所で観察されます。流れが停滞して生き物が少ない

　区域で認められます。

下平川堰（6.5Km）付近は護岸が人工的で民家も密集している環境ですが、意外にこの時期は

野鳥の観察に適しています。ゴイサギも悠然と佇んでいました。


